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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】  フレームメモリを用いることなくフレーム単
位で映像を保持し、乱れた映像を画面に表示させないで
調整動作を実行し得る表示装置を得る。
【解決手段】  非表示制御信号ＯＥがＨレベルの場合、
そのフレームにおいては、垂直スタートパルスＳＴＶが
Ｈレベルの時にゲートドライバシフトクロックＣＬＫＶ
が立ち上がっても、制御回路３２の制御によって、行選
択信号Ｘ１～ＸＮは常にＬレベルに保持されている。行
選択信号Ｘ１～ＸＮがＬレベルの状態では、各液晶画素
のＴＦＴのゲートにオン電圧が印加されないため、ソー
スドライバ２から信号電圧Ｖｏｕｔが出力されていても
液晶画素に電圧は印加されず、映像の書き換えは行われ
ない。このとき、液晶は直前のフレームにおける電荷を
保持しているため、液晶パネル１には、直前のフレーム
における映像が表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の走査電極と複数の信号電極との交
点に規定された各画素ごとにスイッチング素子を設け、
第１の駆動回路によって前記走査電極を線順次に選択す
る走査動作を行いつつ、第２の駆動回路から前記信号電
極を介して、選択された前記走査電極に対応する前記画
素に前記スイッチング素子を介して映像信号を供給する
表示装置であって、
前記走査動作を特定のフレーム期間停止することによ
り、その停止期間においては、停止前のフレームの映像
を表示するようにしたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記第１の駆動回路は、スタートパルス
と、シフトクロックの遷移とに基づいて前記走査動作を
開始し、
前記特定のフレーム期間においては、前記スタートパル
スに拘わらず前記走査動作の開始を停止させるための非
表示制御信号が前記第１の駆動回路に入力されることを
特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】  前記第１の駆動回路は、スタートパルス
と、シフトクロックの遷移とに基づいて前記走査動作を
開始し、
前記特定のフレーム期間においては、前記スタートパル
スが前記第１の駆動回路に入力されないことを特徴とす
る、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】  前記表示装置は液晶表示装置であり、
前記特定のフレーム期間が連続する場合、連続する前記
特定のフレーム期間の途中で、前記画素に印加される電
圧の極性を反転する反転動作が行われる、請求項１～３
のいずれか一つに記載の表示装置。
【請求項５】  前記表示装置は、各画素に印加される電
圧の極性がフレーム交互に反転するよう制御されてお
り、
前記反転動作は、偶数個のフレーム期間に関して前記走
査動作が停止された後、続く１フレーム期間で前記走査
動作を再開することによって実現される、請求項４に記
載の表示装置。
【請求項６】  前記走査動作の停止に関するパラメータ
を可変に設定する制御手段をさらに設けたことを特徴と
する、請求項１～５のいずれか一つに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、表示装置に関す
るものであり、特に、アクティブマトリクス駆動型の液
晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、フレーム単位で映像の保持を行
い、前フレームの映像を画面に表示させ得る液晶表示装
置として、特開平１１－１５４２８号公報に記載された
ものが知られている。この液晶表示装置は、１フレーム
単位で映像を記憶できるフレームメモリを用いたもの
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で、ＰＬＬの分周値を変更したり、クロックフェーズの
調整を行う際には、その調整動作の直前にフレームメモ
リへの映像信号の書き込みを停止して、調整期間中はフ
レームメモリから同一の映像信号を繰り返し読み出して
画面に表示することにより、調整に伴う乱れた映像を画
面に表示させないようにしているものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな従来の表示装置では、フレームメモリが必要である
ために回路規模の増大やコストの上昇を招くという問題
があった。特に、解像度が高くなるにつれて大容量のフ
レームメモリが必要となるため、その影響は大きい。
【０００４】本発明はかかる問題を解決するために成さ
れたものであり、フレームメモリを用いることなくフレ
ーム単位で映像を保持し、乱れた映像を画面に表示させ
ないで、ＰＬＬの分周値の変更等の調整動作を実行し得
る表示装置を得ることを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この発明のうち請求項１
に記載の表示装置は、複数の走査電極と複数の信号電極
との交点に規定された各画素ごとにスイッチング素子を
設け、第１の駆動回路によって走査電極を線順次に選択
する走査動作を行いつつ、第２の駆動回路から信号電極
を介して、選択された走査電極に対応する画素にスイッ
チング素子を介して映像信号を供給する表示装置であっ
て、走査動作を特定のフレーム期間停止することによ
り、その停止期間においては、停止前のフレームの映像
を表示するようにしたことを特徴とするものである。
【０００６】また、この発明のうち請求項２に記載の表
示装置は、請求項１に記載の表示装置であって、第１の
駆動回路は、スタートパルスと、シフトクロックの遷移
とに基づいて走査動作を開始し、特定のフレーム期間に
おいては、スタートパルスに拘わらず走査動作の開始を
停止させるための非表示制御信号が第１の駆動回路に入
力されることを特徴とするものである。
【０００７】また、この発明のうち請求項３に記載の表
示装置は、請求項１に記載の表示装置であって、第１の
駆動回路は、スタートパルスと、シフトクロックの遷移
とに基づいて走査動作を開始し、特定のフレーム期間に
おいては、スタートパルスが第１の駆動回路に入力され
ないことを特徴とするものである。
【０００８】また、この発明のうち請求項４に記載の表
示装置は、請求項１～３のいずれか一つに記載の表示装
置であって、表示装置は液晶表示装置であり、特定のフ
レーム期間が連続する場合、連続する特定のフレーム期
間の途中で、画素に印加される電圧の極性を反転する反
転動作が行われることを特徴とするものである。
【０００９】また、この発明のうち請求項５に記載の表
示装置は、請求項４に記載の表示装置であって、表示装
置は、各画素に印加される電圧の極性がフレーム交互に
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反転するよう制御されており、反転動作は、偶数個のフ
レーム期間に関して走査動作が停止された後、続く１フ
レーム期間で走査動作を再開することによって実現され
ることを特徴とするものである。
【００１０】また、この発明のうち請求項６に記載の表
示装置は、請求項１～５のいずれか一つに記載の表示装
置であって、走査動作の停止に関するパラメータを可変
に設定する制御手段をさらに設けたことを特徴とするも
のである。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、アクティブマトリクス駆動
型の液晶表示装置を例にとり、本発明の実施の形態につ
いて説明する。周知のように、アクティブマトリクス駆
動型の液晶表示装置は、行方向に延びる複数の走査電極
と列方向に延びる複数の信号電極との交点に規定された
各液晶画素ごとにスイッチング素子（ＴＦＴ）を設け、
ＴＦＴのゲートに接続されたゲートドライバによって走
査電極を線順次に選択する走査動作を行いつつ、ＴＦＴ
のソースに接続されたソースドライバから信号電極を介
して、選択された走査電極に対応する液晶画素にＴＦＴ
を介して映像信号を供給する表示装置である。
【００１２】実施の形態１．図１は、本発明の実施の形
態１に係るアクティブマトリクス駆動型の液晶表示装置
の構成を概略的に示すブロック図である。図１に示すよ
うに、本実施の形態１に係る液晶表示装置は、液晶パネ
ル１と、ソースドライバ２と、ゲートドライバ３と、タ
イミングジェネレータ４と、マイコン５とを備えてい
る。また、図２は、タイミングジェネレータ４の具体的
な構成を示すブロック図である。図２に示すように、タ
イミングジェネレータ４は、遅延回路４１と、エッジ検
出回路４２と、カウンタ４３，４６と、デコーダ４４，
４７と、出力制御回路４５，４８とを備えている。ま
た、図３は、ゲートドライバ３の具体的な構成を示すブ
ロック図である。図３に示すように、ゲートドライバ３
は、シフトレジスタ３１と、出力回路３３と、シフトレ
ジスタ３１及び出力回路３３の間に挿入された制御回路
３２とを備えている。また、図４は、本実施の形態１に
係る液晶表示装置における各信号の遷移を示すタイミン
グチャートである。
【００１３】以下、図１～４を参照して、本実施の形態
１に係る液晶表示装置の動作について説明する。タイミ
ングジェネレータ４は、電源の投入により動作を開始
し、マイコン５から入力される制御信号Ｓ１によって、
外部から入力される同期信号ＳＹＮＣ（水平同期信号Ｈ
ＳＹＮＣ及び垂直同期信号ＶＳＹＮＣ）に基づいて、水
平スタートパルスＳＴＨ、垂直スタートパルスＳＴＶ、
ソースドライバシフトクロックＣＬＫＨ、ゲートドライ
バシフトクロックＣＬＫＶ、ラッチパルスＬＰ、及び映
像信号極性反転信号ＰＯＬを生成する。
【００１４】具体的には図２を参照して、エッジ検出回
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路４２が同期信号ＳＹＮＣのエッジを検出し、そのエッ
ジを基準として、カウンタ４３及びデコーダ４４で、水
平スタートパルスＳＴＨ、ソースドライバシフトクロッ
クＣＬＫＨ、ラッチパルスＬＰ、及び映像信号極性反転
信号ＰＯＬを生成する。また、カウンタ４６及びデコー
ダ４７で、垂直スタートパルスＳＴＶ及びゲートドライ
バシフトクロックＣＬＫＶを生成する。デコーダ４４，
４７にはマイコン５からの制御信号Ｓ１が入力されてお
り、タイミングやパルス幅の設定が可能となっている。
【００１５】水平スタートパルスＳＴＨ、ソースドライ
バシフトクロックＣＬＫＨ、ラッチパルスＬＰ、及び映
像信号極性反転信号ＰＯＬは、出力制御回路４５を介し
て出力され、垂直スタートパルスＳＴＶ及びゲートドラ
イバシフトクロックＣＬＫＶは、出力制御回路４８を介
して出力される。出力制御回路４５，４８にはマイコン
５からの制御信号Ｓ１が入力されており、各出力パルス
のＨレベルとＬレベルの制御が可能となっている。
【００１６】また、タイミングジェネレータ４は、外部
から入力される映像信号ＤＡＴＡを、遅延回路４１によ
って所定の時間遅延して出力する。
【００１７】また、マイコン５は、ＰＬＬの分周値を変
更したり、クロックフェーズの調整を行う際に、垂直同
期信号ＶＳＹＮＣに同期させてフレーム単位で制御信号
Ｓ２を出力する。制御信号Ｓ２はタイミングジェネレー
タ４に入力され、タイミングジェネレータ４の備えるデ
コーダ４７及び出力制御回路４８は、マイコン５から入
力された制御信号Ｓ２に基づいて、非表示制御信号ＯＥ
を生成する。非表示制御信号ＯＥは、出力制御回路４８
を介して出力される。
【００１８】図１を参照して、ソースドライバ２は、タ
イミングジェネレータ４から入力される水平スタートパ
ルスＳＴＨに応じて動作し、映像信号ＤＡＴＡから得ら
れる信号電圧Ｖｏｕｔを液晶パネル１の各列に分配し
て、その時にゲートドライバ３によって選択されている
行の液晶画素に信号電圧Ｖｏｕｔを印加する。具体的に
は、ラッチパルスＬＰの立ち上がりエッジでデータレジ
スタの内容をラッチ回路へ転送し、立ち下がりエッジで
映像信号Ｖｏｕｔを液晶画素へ供給する。その際、液晶
画素へ印加される信号電圧Ｖｏｕｔの極性が映像信号極
性反転信号ＰＯＬによって制御され、交流駆動が実現さ
れている。
【００１９】ゲートドライバ３は、タイミングジェネレ
ータ４から入力される垂直スタートパルスＳＴＶに応じ
て動作し、行選択信号Ｘ１～ＸＮを液晶パネル１に供給
して、各行を順次選択する。具体的には図３，４を参照
して、非表示制御信号ＯＥがＬレベルの場合、ゲートド
ライバ３は、垂直スタートパルスＳＴＶがＨレベルの時
にゲートドライバシフトクロックＣＬＫＶが立ち上がる
とシフトレジスタ３１を動作させ、走査動作を開始す
る。即ち、ゲートドライバシフトクロックＣＬＫＶに同
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期させて、出力回路３３から出力される行選択信号Ｘ１
～ＸＮを順にＨレベルにする。
【００２０】一方、非表示制御信号ＯＥがＨレベルの場
合、そのフレームにおいては、垂直スタートパルスＳＴ
ＶがＨレベルの時にゲートドライバシフトクロックＣＬ
ＫＶが立ち上がっても、制御回路３２の制御によって、
行選択信号Ｘ１～ＸＮは常にＬレベルに保持されてい
る。行選択信号Ｘ１～ＸＮがＬレベルの状態では、各液
晶画素のＴＦＴのゲートにオン電圧が印加されないた
め、ソースドライバ２から信号電圧Ｖｏｕｔが出力され
ていても液晶画素に電圧は印加されず、映像の書き換え
は行われない。このとき、液晶は直前のフレームにおけ
る電荷を保持しているため、液晶パネル１には、直前の
フレームにおける映像が表示される。
【００２１】このように本実施の形態１に係る液晶表示
装置によれば、ゲートドライバ３による走査動作を、マ
イコン５からの制御信号Ｓ２によって指定された特定の
フレーム期間停止することにより、その停止期間におい
ては、停止前のフレームの映像を液晶パネル１に表示す
るようにした。従って、停止期間を利用してＰＬＬの分
周値の変更やクロックフェーズの調整を行っても、その
停止期間では停止前のフレームの映像が液晶パネル１に
表示されているため、乱れた映像が表示されることを防
止することができる。
【００２２】また、ゲートドライバ３による走査動作を
停止することによって、停止前のフレームの映像を液晶
パネル１に表示するようにしたので、従来の液晶表示装
置のようなフレームメモリを設ける必要がなく、回路規
模の縮小やコストの低減を図ることもできる。
【００２３】しかも、走査動作の停止をマイコン５を用
いた制御としたことにより、走査動作の停止に関するパ
ラメータ、例えば走査動作の停止を開始するタイミング
や停止期間を、コンピュータ制御によって可変に設定す
ることができる。
【００２４】実施の形態２．上記実施の形態１に係る液
晶表示装置では、ゲートドライバ３に制御回路３２を設
け、タイミングジェネレータ４が非表示制御信号ＯＥを
生成し、制御回路３２が、タイミングジェネレータ４か
ら入力した非表示制御信号ＯＥに基づいて走査動作を停
止することにより、特定のフレーム期間において液晶パ
ネル１への映像信号の書き込みを停止した。
【００２５】ゲートドライバ３による走査動作を停止さ
せるための他の手法として、マイコン５からの制御信号
Ｓ２をタイミングジェネレータ４の出力制御回路４８に
入力し、出力制御回路４８が、制御信号Ｓ２で指定され
た特定のフレーム期間、垂直スタートパルスＳＴＶの出
力を停止するように制御してもよい。
【００２６】図５は、本実施の形態２に係る液晶表示装
置における各信号の遷移を示すタイミングチャートであ
る。図５に示した右側のフレーム期間においては、出力
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制御回路４８の上記制御によって、垂直スタートパルス
ＳＴＶの出力が停止されている。その結果、そのフレー
ム期間においては行選択信号Ｘ１～ＸＮはＬレベルを保
持し、ゲートドライバ３による走査動作は行われない。
【００２７】このように、本実施の形態２に係る液晶表
示装置によれば、非表示制御信号ＯＥを用いるのではな
く、垂直スタートパルスＳＴＶをゲートドライバ３に入
力しないことにより、特定のフレーム期間において、ゲ
ートドライバ３による走査動作を停止することができ
る。これにより、上記実施の形態１に係る液晶表示装置
と同様の効果を得ることができる。
【００２８】実施の形態３．液晶表示装置においては、
分極による液晶の劣化を防止するために、交流駆動を行
わなければならない。そのため、図４のタイミングチャ
ートに示したように、各液晶画素に印加される信号電圧
Ｖｏｕｔの極性がフレーム交互に反転するように、映像
信号極性反転信号ＰＯＬによって制御されている。図４
に示した例では、映像信号極性反転信号ＰＯＬがＨレベ
ルの時は信号電圧Ｖｏｕｔの極性は負であり、Ｌレベル
の時は正である。
【００２９】上記実施の形態１，２に係る液晶表示装置
において、複数のフレーム期間連続してゲートドライバ
３による走査動作を停止すると、その停止期間中、液晶
画素には同一極性の信号電圧Ｖｏｕｔが連続して印加さ
れ続けることになり、液晶の劣化を招くおそれがある。
本実施の形態３では、かかる不都合を回避し得る液晶表
示装置について説明する。
【００３０】図６は、本実施の形態３に係る液晶表示装
置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
ここでは、ある１つの液晶画素に着目して、フレーム期
間Ｆ１～Ｆ１１のうち連続する５個のフレーム期間Ｆ５
～Ｆ９において、走査動作を停止したい場合の例につい
て示している。このような場合、タイミングジェネレー
タ４がフレーム期間Ｆ５～Ｆ９の全てにおいてＨレベル
の非表示制御信号ＯＥを出力したのでは、フレーム期間
Ｆ４～Ｆ１０において、その画素に正極性の信号電圧Ｖ
ｏｕｔが印加され続けることになり、上記の通り液晶の
劣化を招くおそれがある。
【００３１】そこで、本実施の形態３に係る液晶表示装
置においては、連続するフレーム期間Ｆ５～Ｆ９の途中
で、液晶画素に印加される信号電圧Ｖｏｕｔの極性を反
転する反転動作を行う。具体的には、マイコン５からの
制御信号Ｓ２に基づいて、タイミングジェネレータ４
が、２個のフレーム期間Ｆ５，Ｆ６においてＨレベルの
非表示制御信号ＯＥを出力した後、続くフレーム期間Ｆ
７ではＬレベルの非表示制御信号ＯＥを出力する。これ
により、フレーム期間Ｆ５，Ｆ６では走査動作が停止さ
れ、フレーム期間Ｆ７では走査動作が再開される。その
結果、フレーム期間Ｆ５，Ｆ６では正極性の信号電圧Ｖ
ｏｕｔが印加されるのに対して、フレーム期間Ｆ７では
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負極性の信号電圧Ｖｏｕｔが印加されることになる。
【００３２】同様に、フレーム期間Ｆ８，Ｆ９でＨレベ
ルの非表示制御信号ＯＥを出力した後、フレーム期間Ｆ
１０でＬレベルの非表示制御信号ＯＥを出力することに
より、フレーム期間Ｆ８，Ｆ９では負極性の信号電圧Ｖ
ｏｕｔが印加されるのに対して、フレーム期間Ｆ１０で
は正極性の信号電圧Ｖｏｕｔが印加される。このよう
に、本実施の形態３に係る液晶表示装置では、偶数個の
フレーム期間に関して走査動作を停止した後、続く１フ
レーム期間で前記走査動作を再開することにより、上記
反転動作を実現している。その結果、周波数は変化する
とはいえ、連続するフレーム期間Ｆ５～Ｆ９においても
液晶の交流駆動が実現されている。
【００３３】なお、以上の説明では、上記実施の形態１
に係る液晶表示装置を基礎として本実施の形態３に係る
発明を適用する場合について説明したが、上記実施の形
態２に係る液晶表示装置を基礎として本実施の形態３に
係る発明を適用することもできる。
【００３４】このように、本実施の形態３に係る液晶表
示装置によれば、走査動作を停止するフレーム期間が連
続する場合であっても、連続するフレーム期間の途中で
液晶画素に印加される信号電圧Ｖｏｕｔの極性を反転す
ることで、同一極性の電圧が長時間印加されることに起
因する液晶の劣化を防止することができる。
【００３５】
【発明の効果】この発明のうち請求項１に係るものによ
れば、停止期間を利用してＰＬＬの分周値の変更やクロ
ックフェーズの調整を行っても、その停止期間では停止
前のフレームの映像が画面に表示されているため、乱れ
た映像が表示されることを防止することができる。しか
も、第１の駆動回路による走査動作を停止することによ
って、停止前のフレームの映像を表示するようにしたの
で、フレームメモリを設ける必要がなく、回路規模の縮
小やコストの低減を図ることもできる。
【００３６】また、この発明のうち請求項２に係るもの
によれば、非表示制御信号を第１の駆動回路に入力する
ことにより、特定のフレーム期間において、第１の駆動
回路による走査動作を停止することができる。 *
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*【００３７】また、この発明のうち請求項３に係るもの
によれば、スタートパルスを第１の駆動回路に入力しな
いことにより、特定のフレーム期間において、第１の駆
動回路による走査動作を停止することができる。
【００３８】また、この発明のうち請求項４に係るもの
によれば、特定のフレーム期間が連続する場合であって
も、連続する特定のフレーム期間の途中で画素に印加さ
れる電圧の極性を反転することで、同一極性の電圧が長
時間印加されることに起因する液晶の劣化を防止するこ
とができる。
【００３９】また、この発明のうち請求項５に係るもの
によれば、偶数個のフレーム期間に関して走査動作が停
止された後、続く１フレーム期間で走査動作を再開する
ことにより、画素に印加される電圧の極性を反転させる
ことができる。
【００４０】また、この発明のうち請求項６に係るもの
によれば、走査動作の停止に関するパラメータ、例えば
走査動作の停止を開始するタイミングや停止期間を、コ
ンピュータ等の制御手段によって可変に設定することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の
構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】  タイミングジェネレータの具体的な構成を示
すブロック図である。
【図３】  ゲートドライバの具体的な構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】  本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置に
おける各信号の遷移を示すタイミングチャートである。
【図５】  本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置に
おける各信号の遷移を示すタイミングチャートである。
【図６】  本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の
動作を説明するためのタイミングチャートである。
【符号の説明】
１  液晶パネル、２  ソースドライバ、３  ゲートドラ
イバ、４  タイミングジェネレータ、５  マイコン、３
２  制御回路、４６  カウンタ、４７  デコーダ、４８
  出力制御回路。
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